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序
我々は先に昭和32年 5~6 月大阪市内に狸Z献を極めた Infll1enza について， 学童を中心と して種
(1) 
々疫学的観察を行って来た。 この昨年初夏流行は7月には全く移臆したのであったが， 秋冷の候の加
わるに従い9月末より再び大阪市周辺部に小流行を来し.10月以降大阪市内に再び流行をもたらし，
学級閉鎖或は休校等の流感対策実施の要に迫られたものも出て来た。学級閉鎖を行ったクラスの擢患
児童については，血清学的に InfluenzaVirus A ASIA 57型による流感である事が立証されてい
る。
我々は昨秋より市内に再流行を見た InfIuenzaについて再び調査を行¥".昨年初夏流行時の症状
と比較すると共に，昨秋一部学童に実施された予防注射の効果及び，昨年度流感が妊娠・に及ぼす影響
について検討した。
調査方法並に対象
調査対象とした流感は昨年10月以降本年1月中旬迄の Influenzaで，すべて症状決定によるもの
であって，個々の症例について血清学的診断はなされていない。併し時期を同じくして大阪地方に
おlenoVirusによる患者の多発したとし、う報告はない。調査学童数は 3，388名で1年生より 6年生
に及び，これらの内各学年に於て任意に2学級を選びその全員について調査用紙による家庭調査を行
った。その家庭数は613家庭で， 全家族延べ人員は2，516名である。文妊娠との関係調査は，最近6
ヶ月間の分現について助産婦の持つ記録を基として 1.023例の分焼について調べた。
( 31 ) 
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調査結果並に考按
1.羅息状況
1. 報恩ヨ医 学童の Influenza慌患率は37.6%で即ち3.お8名中 1.275名が昨秋以降の流感に罷
(2) 
患している。昨年初夏流行時の学童権患率は52.0%で，これに比し遣に低率を示している。学年別に
見ると下表の如く，高学年に於て高<.6年生は最も高率を示していた。これは昨年初夏流行時と同
傾向である。
1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生
酷患率(%)36.0 34.5 35.4 39.1 39.7 43.8 
(2) 
次に調査家庭について全員毘患率を見ると43 .1%を示し， これ文昨初夏流行時極邑率59.4%~こ比し
低く ，昨秩来流行は大阪市内に於ては昨初夏流行より小規模であった事を示している。
調査家族の年令別，性別人員分布及び舷患寧は第1表の如くである。
第 1!表 概査家族の年令別性別人員分布並に羅患率
調査実数 権患者実数 権 ，也 Z事
男 女 骨十 男 女 計 男~女 % 1 計 %
-60 30 ω 90 13 23 36 43.3 38.3 40.0 
59 -30 472 481 953 135 163 298 28.6 33.9 31.3 
29 -18 60 87 147 23 38 61 38.3 43.7 41.5 
17 -15 60 57 17 16 20 36 26.7 35.1 30.8 
14 -12 115 12 237 48 56 104 41.7 45.9 43.9 
1 - 9 244 207 451 144 120 264 59.0 58.0 58.5 
8 - 6 192 170 362 105 91 196 54.7 53.5 54.1 
5 - 3 56 51 13 28 35 63 50.0 61.4 55.8 
2- z4 z 46 1 16 21 45.8 72.7 58.7 
計 1 1.2531 1.2日l乙516 523 陥 | 1.0戸l 朴~ 糾~札1
年令層別慌患状況を昨初夏流行時のそれに比較すると著しい差は幼若女子が男子より高率であり ，
幼稚園，小.中，高校年令層の権患率が男女共低く ，老年層に於て男子が女子より高華料である事であ
る。このような容は従来の流行と同様で.流行の繰り返される時，前回流行の激しかった所は次回に
は軽く ，軽かった所は次回には著明な流行を来したのと軌をーにしている。
2. 稽患態度 昨秋 Influenza羅患者中，初めて Jnflnenzaに縫った者の他.1昨冬戒は昨初
夏流感既往を持つ者もある。この聞の状態を示すと第2衰の如くで，第1図は初回患者の占めるZ容を
細線で示している。これから知る如く，殆んどの年令層に於て50%以上の者が新経患であって，特に
幼若，老年男子では70%に達しているが，昨初夏羅患Z容の極めて高かった小学高学年では，新羅患者
2容は低〈再度感染者が比較的多い事を示している。
( 32 ) 
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第Z表 健患者中流感既往の有無による分類 (%)
疑住無(初回荷量怠者) 既 往
者.
1内患者 l昨初夏羅患者 IJ内初夏腕者
男|女|計 男|女|計 男|女|計男|女 |計
~ ω 69.2 56.5 61.1 30・8 26.1 27.8 。13.0 8.3 。4.4 2.8 
59 --30 68.9 ω.7 64.4 17.8 20.3 19.1 8.1 14・1 11.4 5・2 4.9 5.1 
29 --18 47.8 68.4 60.7 26.1 18.4 21.3 21・8 7.9 13.1 4.3 5.3 4.9 
17 - 15 68.7 45.0 55.6 12.5 35.0 25.0 12.5 10.0 1.1 6.3 10.0 8.3 
14 --12 47.9 ヰ4.6 46・1 22.9 26・8 25.0 14.6 12.5 13.5 14.6 16.1 15.4 
1 -- 9 43.1 55.0 48.5 21.5 24・2 22.7 20.1 10.0 15.5 15.3 10.8 13.3 
8 -- 6 53.4 49.4 51.5 19.0 18.7 18.9 19.0 20.9 19.9 8.6 1.0 9.7 
5 -- 3 53.6 48.5 50.8 25.0 14.3 19.0 10.7 22.8 17.5 10.7 14.3 12.7 
2- 72.7 62.5 66.7 18.2 18.7 18.5 9.1 12.5 1.1 。6.3 3.7 
平 均 |引 155・21引 120.5121・7121・111川 114・0114.51日l 9.3 
流感既往者中著しい事は，1ft宇多罷患既往を持つ者が，昨初夏羅患既往を持つ者より多い事で，特
に乳幼児，小学高学年，中，高校年令層，及び老年層に於て著しい。
我々の調査に於て判明し得た者について三流行の羅息状況を見ると第3表の如く， 72.4%の者が，
何れかの流行に羅患している。そして 1昨冬非罷患者の咋初夏寵患率は36.2% (イJであるに対し，
1昨冬羅患者の昨初夏寵患絡は49.4%(ロ)で高<，之に反し昨初夏非縫患者の昨秋篠患率ぐハJは
昨初夏擢患者の昨秋羅怠率ぐニ)より低 <，昨初夏権患と昨秋擢患との関係は， 1昨冬昨初夏との閑
係と逆である。また1昨冬非権患で咋初夏毘患した者の咋私権患率(ト)は， 1昨冬権患で咋初夏非
権患の者の昨秋権患率 (チ〉より低い。即ち昨秋流
感と 1昨冬流感羅患との蒐疫関係、は務<，昨初夏権
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患との聞には蒐疫関係の存在する事を示している。この事は病図的にも 1昨冬流感の病源として
Inflnenza VirロsA Primeが挙げられ，昨初夏以来の流感では新株である InflnenzaVirus A 
(3X4) 
Asia 57型が証明されているのと一致している。
文 1 昨~.昨初夏，更に昨秋と三度罷患した者が，昨秋羅患者の 9.3%存在し ， 小学高学年男子，
中学年令男女子に比較的高率を示しているのは，年令的特性を示すものと解し得る。
第3表 三 流行限息状況
1昨冬 昨初夏 昨秋 |実 数 分布 %
一 ー 一 1 ，~45 27.6 
一 ー + 加7 17.9 
一 + 一 698 15.5 
一 + + 銘3 6.3 
+ 一 428 9.5 
+ + 333 7.4 
+ + 一 417 9.2 
+ + + 297 6.6 
平霊感率 37・3% 52.0% 37・6% 4，508 1∞.0 
実 数 組普"'~容(%)
(イ) ー : + 1，296 36.2 (イ)
(ロ) + : + 回6 49.4 (ロ)
(-'、) : + 1，211 40.2 (ハ)
(ニ) + : + 622 33・4(ニ)
(ホ) ー 一 : + 807 39.3 (ホ)
{へ) + + : + 297 41.6 (へ}
{ト) + : + 283 28.8 (ト)
{チ) + : + 333 43.8 (チ)
3. .篠の橿'順位 第4表，第2図の如<.家庭内初発患者の年令別分布を見ると，小学高学年
壮年層に多く ，各年令層について見ると乳幼児では3番目，園児，学童では1，2番目の者が多く ，品士
年，老年層では咋初夏流行時と異り第1番目に毘患している者が多い。
第4袋昨紋 流感 橿忠順 位 (96) 
2 3 4 5 計
~ω 38.9 33.3 19.4 2.8 5.6 1∞.0 
59 -30 41.6 20.8 23.2 10.6 3.8 100.0 
29 - 18 36.1 22.9 24.6 13.1 3.3 100.0 
17 - 15 34.3 40.0 14.3 1.4 。 100.0 
14 - 12 51.9 30.8 14.4 2.9 。 100.0 
1 - 9 49.1 27.8 11.1 4.9 1.1 100.0 
8 - 6 39.0 43.1 13.3 3.6 1.0 1∞.0 
5 - 3 38.1 25.4 23.8 11.1 1.6 100.0 
2- 26.0 26.0 33.2 14.8 。 l∞.0 
(M) 
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11.症状
1. 発然状況 発熟期聞は第5表の如く 3日の者最も多く ，52.1%が3日以内である。昨初夏流行
(2) 
時は3日以内の者42.33訟で昨紋流行に於ては一般に発熱3期間の短い傾向を示してL、る。休養期聞に於
ても同様の傾向が見られる。(第6表〉
昨秋緩患者
初回穆患者
降初夏流行時
昨秋棺患者
初 回幡患者
降初夏流行時
日
昨秋 櫨患 者 (金)
1昨冬+昨秩
昨初夏+昨秩
1昨冬+昨初夏+昨秩
予 防 援 種 群
非 援 種 群
自主初夏流行時
最高体温について見ると 380C，
390C台の者が68%を占めるが，
390C以上の者を見ると昨初夏時
(2) 
は65.5%であるに比し，昨秋時は
45.4%で遁に少し、。(第7表，第3
図)1Ji'し昨秋新躍患者は他の者に
比し高熱を発する傾向を示してい
る。
第5表発 ~Å 期 間 l%)
Z 日
10.5 
11.0 
12.8 
第6表休 養 期 間 (%)
7日以上
16.5 
17.4 
15.2 
第7表発熱状況 (最高体温) (%) 
I 380C以下 | 380C台 390C台 I 400C以上
11.0 33.8 34.3 ".1 
8.7 32.8 34.9 12.5 
16.2 37.1 35.8 6.6 
".5 30.6 32.5 12.7 
1.9 37.6 29.7 9.9 
9.8 34.8 35.6 11.4 
".1 33.7 34.1 ".0 
4.7 29.8 46.6 18.9 
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2. 全身症状，呼吸器症状，消化器症状 全身倦怠，食慾不振， 頭痛等の全身症状及び呼~器， 消
化音響症状の発症率ぐ第8表jは，昨初夏流行時に比し，咳歌，腹痛のみは精々増加しているが，他の
第8表症状発症率(%)
諒 |懇 |頭痛 |関節判鱒帰陣頭痛|劇血悪心 |駈 |腹痛 |乍痢
昨秋稽患者 (金) 79.4 74.3 π.5 34.7 2.3 68.7 58.0 13.0 17.5 22.0 11.8 12.9 
74.7 72.7 75.2 35.1 3.0 68.9 53.0 12.4 16.9 19.4 1.5 12.9 
1昨 冬 +昨秩 83.4 75.5 80.8 34.1 1.3 70.7 61.1 15.7 15.7 24.0 11.8 11.8 
昨初夏+昨秩 81.5 70.1 74.5 32.5 4.5 63.1 65.6 10.8 21.0 24.2 10.2 11.5 
1昨冬+昨初夏+昨秩 94.1 87.1 84.2 36.6 3.0 71.3 68.3 13.9 19.8 28.7 15.8 17.8 
予 防 援 積 群 78.0 75.8 72.0 33.3 4.6 75.8 57.6 16.7 17.4 24.2 14.4 18.2 
ヨド 接 種 群 79.5 74.1 78.3 34.8 2.6 67.7 58.0 12.5 17.5 21.6 11.4 12.2 
降初夏ヨ在行時 86.3 87.2 82.8 3;.1 1.9 60.9 58.2 20.6 27.8 20.8 15.1 12.6 
ものは既ね低く ，特に朗血，悪心
の減少が目立っている。 ー
?????
? ? ? ? 〕
昨紋初回健患者の発症E容はすべ e 
て流感既往ある者の発症率より低
い (第4図j事は興味ある事で，
今次流行の既往を持つ者，即ち1
昨冬来流感に二度，三度権患して 2 
いる者は各症状を発し易く ，特に
三J立慌患者に於て最も発症率の高
い事は，明らかに流感に羅り易い
ld 
全 身症状
L一一一--.，.一一一~
呼w.器症状 消化器症状
体質の存在を示している。これは 第4図 症状発症率
第3表に見る如く三度羅患者率即ち1昨冬，昨初夏両度慌患者中の昨秋思患率 (へ〉が，昨初夏抱患
者即ちある程度の蒐疫を得ていると思われる者の昨秩寵患率 ぐニ)，(ト)より高いことからも推論し
得る。
3. 合併症，続発症 昨秋羅患者の合併症立をに続発症の発生率は11.8.?6で (第9表)， 昨初夏流行
(2) 
時の3.4，%に比し増加している。疾病については昨初夏時と問機中耳炎が最も多く ，ヲたで肺炎，瞥炎
であるが，脳膜炎の発生率が倍加しているのが目立っている。
11. 予防注射の効果
大阪市内小学校で予防注射の行われた時期は早いもので11月22日，遅いものでは12月17日で既に流
行の最盛期を過ぎていたため，予防効果の判定には決して好条件とはいえない。使用ワクチンはAア
ジア57型混合ワクチンで，学童に O.5cc1回皮下注射法が実施された。
( 36 ) 
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第9表合併症並に続発症
とどf|肺炎|削除|中耳炎|廠疹lu|その他|よ I: I場
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予防注射実施後の学童患者発生状況は第5図の如く ，接種2週間後も注射群に発病者を見ている。
また接種群，非接種群の羅患率はそれぞれ16.6%，17.5%で学年別に見ると第10表の如くである。接
種群について発病率を年令別に見ると l年生では12.8%であるが，高学年になるに従い両くなり ，5 
年， 6年では20%を凌駕し，非接種
若手よりもかえって高い機患率を示し .! Vaccin O.5cc 
ている。また1年生について両鮮の
権患率を検討すると5%>p>2% 
の危険率で有意差のある事を示して
いる。しかし全体としての両群の羅
患率，即ち16.65弘'と17.5%について
有意差を認めるためには が 検定に
よれば30%の危険を許さねばならな
い事となる。また第7表，第8表を
見ると，各症状発症率は両群聞に大
ーーー 事与穆"--....捧持..手
， 
o t 4 6 e 
第5図患者発生状況
第m表予防接種の効果
学 年 Z 3 4 5 6 計
事E 人 員 221 229 27Z 321 249 189 1481 
接種 羅 怠 者 44 38 52 51 35 39 259 
言障 事毒 調崎 司邑 19.9 16.6 19.1 15.9 14.' 20.6 17.5% 
祭 人 員 234 ロ5 239 180 114 76 1068 
濁 羅 怠 者 30 32 41 26 26 2Z 17 
軍 発 病 率 12.8 14.2 17.2 14.4 22.8 28.9 16.6% 
( 37 ) 
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差なく，咳l歎，下痢等の粘膜症状は接種群に於て明らかに高率である。以上の如き所見より全体とし
て考察した時，昨秋学童に対して行われた予防注射の効果は認め難かった。しかし年少な1年生につ
いてのみ見ると予防接種の効果は否定出来ない。 1昨冬流感に対し，当時の予防庄射が極めて有効で
(5) 
あったとする報告，本調査に於て1年生には効果を認めたが高学年では予防効果の認められなかった
点，今回の混合ワクチンのAアジア57型ウイルス含量が従来のものと違っていた点より ，副作用の問
題もあるが注射量或は接種法について更に検討せねばならぬ事を示している。
IV.娃振との関係
昨年3度に亘って流行を見た Influenzaと妊娠の関係を見るため最近6ヶ月間の分規1，023例に
ついて調査した結果は第11表の如くである。即ち流感罷患母体からの早産児，未熟児出産率は15.0%
であり，非樫患母体からの出産率は14.9%である。未熟児産のみについて見ると前者は11.5%，後者
は12.3~与である。 1 昨冬 ， 昨初夏， 昨秋の流行による差は認め難く， 1 昨~!権患母体からの未熟児産
率は11.8% (17例中2例)， 昨初夏流感懐患者中よりは9.7%(145例中14例)， 昨秋流感擢患母体か
らの未熟児産率は13.5%(124例中17例)である。また流感罷患と妊娠月との関係を見ると ，妊振前
半，後半による差はなくそれぞれ11.0%，11.9%である。更に精しく妊按各月ごとについて見ても表
の如く著しい差を認めず，妊按7ヶ月時権患母体からの早産児出産率16.7%と，非羅患母体からの出
産率12.3%について F 検定を試みると，両者聞に有意性を認めるには30%以上の危険を認めねばな
らぬ事となる。大正7-8年の Influenza流行時多くの流産が見られ，特に妊旗7週以降では40%
(6) 
の高率に認められた状況とは全く趣を異にしている。また崎形について見ると症例中7例を認めた
が，この内流感母体よりの出生は1例のみであって， 7例すべて満期，熟産児でありまた生後2週間
は生存している。死産並に生後2週間以内の死亡例について見ると，流感羅患母体からの出産では4.0
第1表流感が妊娠に及ばす影響
----旦戸脚内 1-lllV一羽 I)1 I ~ I lX I Xs.M.1穣患 |非羅怠l合 計________ I 1 . I lV- n  ，.  ，.  1¥  A S.M. I母体計 母体 1
出産状況 二 三三三J 1 1 1 1 1 '"_""'" ， 1'" "'" 1 
6 カ 月
7 カ 月
8 カ 月 1 (1) 3 (2) 2 (り
3 (1) 2 2 5 
9カ月 (2.5kg)以上 3 (1) 3 3 
ヵ {25kg 以下 5 3 3 
10 月 (2.5kg)以上 2-t (1) 77 (2) 22 28 (1) 45 
計- 27 (2) 91 (6) 30 (1) 33 (1) 56 
柔豪提出産数 3 14 8 5 1 
主義提出産率 1.1 15.4 26.7 15.2 19.6 
未熟児出産数 2 1 5 5 8 
未熟児出週E率 7.4 12.' 16.7 15.2 14.3 
( )内数字は死産主主に生後2週間以内の死亡数を示ナ(再掲)
( 38 ) 
6 (6) 
6 (4) 19(口、
13 (1) 33 (6) 
10 (1) 19 (宮〉
2 14 29 (宮〉
47 (1) 243 (め 627 (14) 
49 (。 286(11) 737 (61) 
2 43 110 
4.1 15.0 14.9 
2 33 91 
4.1 1.5 12.3 
4 (4) 
6 (6) 
25(21) 
46 (7) 
29【3)
43 (2) 
870(19) 
1.023(62】
153 
15.0 
124 
12.1 
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%.非認u主母体からは6.9%である。以上の如く妊艇に対して特別な影響は認められなかった。これ
は Virnsの毒性如何による事であって，合併症も死亡率も共に低い本流行では，妊艇に著しい影響
は与えなかったと解し得る。
要 ゑ旬
我々は昨年10月より今年頭に及んで大阪市内に再び流行を見た Inflllenzaにつき学童を中心とし
て調査研究し，権患率，症状発生運転等につき昨年初夏流行時のそれらと比較すると共に，昨秋施行さ
れた予防法射の効果及び昨年度流感と妊按との関係、について検討し次の結果を得た。
1) 大阪市内学童並に調査家族の昨秩来流行 lnflnenza探患率は昨年初夏流行時に比し低しそ
れぞれ37.6%.43.1%であれ学量権患率は高学年程高い。
2) 徳患者は半数以上即ち55.1%が昨秋新際患者であるが，年令別に見ると小学高学年，中学年令
では再慌患者の方が多L、。
3) 症状は特殊なものは認めなかったが，昨年初夏流行時に比し一般に軽<.安歌，下痢の発症率
は梢々噌加しているが，朗血，悪心が著しく減少している。昨秋新概患者は再度篠患者に比し発熱は
7.~~、傾向にあるが ， その他の症状は概して発症綜低< .また再度権患者中，三度の流感際患者. 1昨
冬椴患者，昨初夏権患者の順に発症率が低くなっていて，流感に羅り易い体質の存在を示し，また昨
秩流感と昨初夏流感並に1昨冬流感との兎疫関係、の一端を示している。
4) 合併症並に続発症は従来と異ったものなく.発生事は昨年初夏流行時に比し増加している。
5) 予防注射の効果は総め得なかったが， 主射の時期及び住射盆ーについて吟味されるべき問題を提
起している。
6) 妊艇に及ぼす影響は早産，未熟児産という点のみから見ると，何等特別なものは認められなか
った。
本論文の要旨は昭和32年12月及び昭和33年2月日本小児科学会大阪地方会，昭和33年第30回大阪市医学会に発
表した。畑司医するに当り御協力獄いた学校戦負.児重t..保護者，また.llJJ彦婦の諸姉tこ謝~を表します。
文献
(1) 山本勝朗，井上忠，中野博光， 吉野毛主子，高弁-綾子:小児保健研究.16. 226 (1951) 
(21 同上:小児侭健研究.17. 31 (1958) 
(3) 渇見秀雄: 臼本医師会線総，38. 596 (1951) 
件)藤井良和，南谷幹夫，屋成徹，星山健三，滝口文彦.i韓国淳一 : 日本~本新報. 1762， 19 (1958) 
。}高津良房，細見孝子: 小児怒， 10， 910 (1951) 
(6)締沼美作: 日本医師会緩誌，24， 298 (1950) 
( 39 ) 
-102ー 児童学
Summary 
We investigated on the influenza at Osaka last year， and attained the follow-
ing results. 
1) As for the school children and their families， we investigated， the morbidity 
rate of influenza last autumn (37.65幻 waslower than one last early summer 
(59.4%). The morbidity rate of school children was higher in older classes than 
10 younger. 
2) We <lid not observe the particular symptom of infll1enza. ln autumn the crisis 
rate was lower tban泊 earlySl1mmer except cough and diarrhea. Especialy， nose 
bleed and nausea were few last autumn. Those who ha<l influenza repeatedly， 
showed remarkable symptoms sllch as mucoclasis in respiratory and digestive 
systems. It may be supposed there is some constitution to have easily influenza. 
3) It was diffic111t to fin<l the effect of protective inocnlation， therefore， the 
method of inoculation shonld be discussed. 
4) The relation between influenza and gestation was not found as to prematnre 
and iπ1ロlature.
( 40 ) 
